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これまでニッポンで学んだ研修員

　
日
本
と
い
う
国
の
〝
多
様
な
環
境
〞
も
、
研

修
を
実
施
す
る
上
で
の
強
み
だ
。
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
、
気
候
風
土
も
違
え
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
経
験
し
て
き
た
歴
史
も
課
題

も
違
う
。
例
え
ば
、
北
海
道
で
は
寒
冷
地
な

ら
で
は
の
、
沖
縄
で
は
離
島
な
ら
で
は
の
技

術
が
あ
る
。
東
京
や
大
阪
で
は
、
交
通
や
環

境
な
ど
大
都
市
特
有
の
問
題
と
そ
の
解
決
方

法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
大
地
震
を

経
験
し
た
東
北
や
神
戸
で
は
、
今
ま
さ
に
日

本
が
直
面
し
て
い
る
災
害
後
の
復
興
プ
ロ
セ

ス
も
共
有
で
き
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
全
国
津
々
浦
々
、
日
本
各

地
で
研
修
が
実
施
で
き
る
の
は
、
全
国
14
カ

所
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
内
機
関
、
各
分
野

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
、
そ
し
て
地

域
の
人
た
ち
の
連
携
が
あ
っ
て
こ
そ
。
海
外

か
ら
来
た
研
修
員
に
、
日
本
の
技
術
は
も
ち

ろ
ん
、
文
化
・
社
会
的
な
面
も
含
め
て
多
く

の
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
挑
ん
で
い
る
国
際
協
力
な

の
だ
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
が
研
修
員
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
多
い
。
日
本
の
中
に
も
、
必
ず
し
も
今

の
形
が
ベ
ス
ト
で
な
い
制
度
や
技
術
が
あ
る
。

研
修
員
を
通
じ
て
〝
外
〞
の
視
点
に
触
れ
る

こ
と
が
、
日
本
人
が
自
身
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
さ
ら
に
「
地
域
の

学
校
で
研
修
員
と
の
交
流
事
業
を
行
う
こ
と

で
、
生
徒
た
ち
が
異
国
の
文
化
や
時
事
問
題

に
興
味
を
持
ち
、
将
来
国
際
的
な
仕
事
を
し

途
上
国
も
日
本
も

成
長
で
き
る
研
修

あ
ら
ゆ
る
困
難
、
試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
支
え
て
き
た
の
が
、
日
本
人
が
独
自
に

育
ん
で
き
た
知
恵
や
技
術
。
そ
の
応
用
法
を

途
上
国
の
人
た
ち
自
身
が
実
際
に
学
べ
る
よ

う
、
日
本
と
い
う
〝
現
場
〞
に
身
を
置
い
て

も
ら
う
、
そ
れ
が
研
修
な
の
だ
。

　
日
本
の
研
修
事
業
の
歴
史
は
長
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
が
初
め
て
途
上
国
か
ら
研
修
員
を
受
け
入

れ
た
の
は
１
９
５
４
年
、
ア
ジ
ア
か
ら
16
人

が
来
日
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　「
他
の
先
進
国
も
国
際
協
力
の
一
環
と
し
て

自
国
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
は

理
論
と
実
践
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
入
れ
て

い
る
点
が
好
評
で
す
。
さ
ら
に
、
個
々
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
と
い
う
方
法
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
、
東
京
工
業
大
学
学
術
国
際
情
報
セ
ン
タ

ー
の
山
口
し
の
ぶ
教
授
は
話
す
。
ま
た
、
日

本
人
な
ら
で
は
の
〝
お
も
て
な
し
〞
の
精
神

に
象
徴
さ
れ
た
き
め
細
や
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
売
り
だ
。

　
国
際
協
力
と
聞
い
て
、
ま
ず
ど
ん
な
シ
ー

ン
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
な
ど
に
日
本
人
専
門
家
が
赴
き
、

現
地
の
人
た
ち
と
奮
闘
し
な
が
ら
課
題
を
解

決
し
て
い
く
―
。
そ
ん
な
様
子
を
想
像
す
る

人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
国
際
協
力
の
舞
台
は
途
上
国
だ

け
で
な
い
。
こ
こ
、日
本
に
も〝
現
場
〞は
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
、
日
本
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
研
修
」
だ
。
そ
の
分
野
は
、
保
健
医
療
、

教
育
、
環
境
、
運
輸
、
農
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、

ど
れ
も
、
日
本
、
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た

も
の
ば
か
り
。
毎
年
、
開
発
途
上
国
の
行
政

官
や
技
術
者
な
ど
約
１
万
人
を
対
象
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
な
ぜ
、
海
外
か
ら
日
本
に
来
て
研
修
を
受

け
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
「
百
聞
は
一
見
に

し
か
ず
」。
全
て
は
こ
の
一
言
に
集
約
さ
れ
る
。

日
本
も
戦
後
、
現
在
の
姿
に
至
る
ま
で
は
、

日
本
を
支
え
て
き
た

知
恵
と
技
術
を
学
ぶ

生ごみ処理にはコンポ
ストを活用
（撮影：今村健志朗）

北九州エコタウンで
自然エネルギーにつ
いて学ぶ

950年代から北九州市は四大工業地帯の一
つとして、日本の高度経済成長を支えてきま

した。しかしその発展と引き換えに、深刻な公害を
経験しました。当時、この公害を乗り越えようと、地
元婦人会は自発的に大気汚染の調査を始め、民間
企業は工場の生産工程を見直し、自治体は法整備
を行うなど、官民一体となって取り組みを進めまし
た。その結果、北九州市は青空を取り戻し、環境先
進都市として国内外に知られるようになりました。
　一方で、成長過程にあるアジアの諸都市では、急
激な工業化とともに環境問題が顕在化しています。
北九州市は、公害克服の経験とノウハウを開発途上
国の課題解決に還元するため、自治体としては全国
に先駆けて80年代から国際協力を進めてきました。
　この取り組みには、途上国のプロフェッショナルで
あるJICA、海外で技術指導の経験がある企業のOB
などで結成された公益財団法人北九州国際技術協
力協会（KITA）が中心的な役割を担っています。こ
れらの団体と市が連携し、途上国の政府や自治体
の関係者を北九州市に招き、廃棄物や大気汚染な
どの分野で蓄積してきた知見やノウハウを伝える研
修を行うとともに、市の施設や市内の民間企業、市
民グループなどの取り組みを実際に見てもらい、共
に課題を克服する手法を考え、自国の環境施策に
役立ててもらっています。
　途上国の方々の真剣に学ぶ姿勢を見ると、私たち
も先人の苦労や成果を再認識することができ、新た
な気持ちで環境施策に取り組むきっかけにもなりま
す。これからも世界各国からの研修員を積極的に受
け入れ、さまざまな国の文化や価値観を学ぶととも
に、世界に貢献する環境都市を目指していきたいと
考えています。

1

世界に貢献する公害克服の実績

北九州市長　北橋健治

（上位12カ国）

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
」
と
山
口
教
授
は
指
摘
す
る
。

　
こ
の
60
年
で
、
日
本
を
訪
れ
た
研
修
員
は

世
界
１
９
４
カ
国
、
約
30
万
人
。
彼
ら
に
と

っ
て
は
、
自
国
に
戻
っ
て
か
ら
が
本
番
だ
。

日
本
で
の
学
び
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
挑

戦
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

彼
ら
は
私
た
ち
に
と
っ
て
頼
も
し
い〝
仲
間
〞。

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
各
地
で
真
っ
先
に
支
援
を
呼
び
掛
け
て

い
た
人
の
多
く
は
、
日
本
で
の
研
修
の
経
験

者
だ
っ
た
と
い
う
。

　
研
修
員
た
ち
の
目
に
、
今
の
ニ
ッ
ポ
ン
は

ど
う
映
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
―
。
時
代
に

即
し
た
よ
り
良
い
国
づ
く
り
の
た
め
、
私
た

ち
も
彼
ら
か
ら
学
び
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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戦
後
の
混
乱
の
中
、
独
自
の
知
恵
と
技
術
を
駆
使
し
、
復
興
、
発
展
を
遂
げ
て
き
た
日
本
。

そ
の
経
験
は
、
紛
争
や
貧
困
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
開
発
途
上
国
に
も
応
用
で
き
る
は
ず
。

彼
ら
自
身
の
目
で
〝
ニ
ッ
ポ
ン
の
底
力
〞
を
学
ん
で
も
ら
う
べ
く
、

日
本
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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本
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北九州市は、公害克服の経験とノウハウを開発途上
国の課題解決に還元するため、自治体としては全国
に先駆けて80年代から国際協力を進めてきました。
　この取り組みには、途上国のプロフェッショナルで
あるJICA、海外で技術指導の経験がある企業のOB
などで結成された公益財団法人北九州国際技術協
力協会（KITA）が中心的な役割を担っています。こ
れらの団体と市が連携し、途上国の政府や自治体
の関係者を北九州市に招き、廃棄物や大気汚染な
どの分野で蓄積してきた知見やノウハウを伝える研
修を行うとともに、市の施設や市内の民間企業、市
民グループなどの取り組みを実際に見てもらい、共
に課題を克服する手法を考え、自国の環境施策に
役立ててもらっています。
　途上国の方々の真剣に学ぶ姿勢を見ると、私たち
も先人の苦労や成果を再認識することができ、新た
な気持ちで環境施策に取り組むきっかけにもなりま
す。これからも世界各国からの研修員を積極的に受
け入れ、さまざまな国の文化や価値観を学ぶととも
に、世界に貢献する環境都市を目指していきたいと
考えています。
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世界に貢献する公害克服の実績

北九州市長　北橋健治

（上位12カ国）
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